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 英国では、政府観光庁の主導で「ヘリテージ（文化遺産）」と「カントリーサイド」

を強調したヘリテージ・ツーリズムが実現されてきた。とくに、自然・文化遺産が豊

富に残っているカントリーサイドでは、行政や環境保護団体だけではなく、地域住民

の活動によって、観光とヘリテージ保全のバランスが保たれている。本稿は、そのよ

うなカントリーサイドであるコッツウォルズ地域に焦点をあて、案内書や観光パンフ

レットの分析と民族誌的資料にもとづき、同地域の観光イメージの形成過程と町レベ

ルでの対応について、地域北部の町チッピング・カムデンの事例を通して考察し、自

律的観光の可能性を探ることを目的とする。

During the 1990s， the British Tourist Authority has promoted heritage tourism by

emphasising”hehtage”and”countryside”as the most a血’active aspects of Brhain．

Public admirdstrations， envh・onmental groups and the l㏄al residents have all

mahltained a balance between tourism development and heritage preservation，

especially in the comtryside， where a wide variety of natura】and cultural heritage still

exists． This paper is a case study of a north Cotswold town， Chipping Campden and

considers the 1㏄ally－autonomous promotion of tourism by ana】ysing images in a

guide book and ofHcial tourist brochures， and by describ㎞g local reactions to the

images． The study is based on ethnog口phic data collected by the author from l 996

to1997．
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1．はじめに

 コッツウォルズ地域（The Cotswo】ds）は、イングランドの中心部から南西に、北はスト

ラトフォード・アポン・エイヴォン（Stratfbrd－upon－Avon）から南はバース（Bath）にいたる

160キロメートルに広がる丘陵地帯であり、明確な行政区があるわけではなく、主にグロー

スターシャー（Gloucestersh壮e）州などの5州にまたがる領域である（図1）。この地域は、

中世に羊毛産出で繁栄し、19世紀末から20世紀初頭には、産業革命による大量生産ではな

く、手作業による中世の創作活動を理想とするアーツ・アンド・クラフツ運動（The A宜s

and Cra館Movement）の芸術家たちが移り住んだことで、文化・社会的に復興した。

 コッッウォルズ地域には、現在、大小あわせて約145の町村が点在しており、約8万人が

暮らしている。地域の生業は農業と牧畜業であるが、年間285万人の観光客が訪れる有名な

観光地でもあり、観光関連の雇用も全体の15．7％に及ぶ。本稿が事例として取り上げるチッ

ピング・カムデン（Chipping Campden）は、この地域の北部に位置する人口約2，000人の町

であり、7月から9月の観光シーズンには、一日約250人の観光客が町の観光案内所を訪れ

るコッツウォルズ地域の名所である。

 本稿では、主に案内書と観光パンフレット（to面st brochures）がっくる同地域の観光イメ

ージ（touhst images）を分析するため、まずはじめに、それらを分析した観光イメージに関

する先行研究を整理する。情報産業によるイメージ形成について批判的に論じたブーアス
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ティンは、旅行者は彼らの観光地に対するイメージを再確認するために現地を訪れると述

べている（Boorstin l 961）。情報産業の発達によって、人々は観光地に行く前に現地のイ

メージをもつようになったからである。観光パンフレットは、このような観光地のイメー

ジ形成における最も重要な媒体であるとされ（Dmey l986）、分析対象として取り上げら

れてきた。観光人類学的研究における観光パンフレットの分析には、次の3つの手法があ

る。第一に、パンフレットにあらわれるテーマの内容分析を通して、何らかの類型を見い

だす手法をあげることができる（Dilley l986；D㎜1996）。第二に、パンフレットにあら

われる観光イメージのステレオタイプ化に焦点をあてて、現地におけるイメージと現実と

のずれを提示する手法がある（Adams l984；Buck l977）。この観光イメージと現実のずれ

に関する手法は、マッカネル（MacCannell l 976：91－105）の「演出された本物性」（”曲ged

authenticity’）の概念にもとづいた分析手法ということができる。第三に、パンフレットの

構造と意味の解明を試みたセルウィンの分析手法をあげることができる（Sel鴨m l990）。

また、目的地の楽園イメージに関してパンフレットにおける人々に焦点をあてて分析を行

っているダンは、それらの分析を本物と偽物の葛藤に収束されるネオ・デュルケーム的議

論（Buck l 977；Cohen l 993；MacCannem 976）や記号論とそれらの手法を組み合わせたネ

オ・マルクス的議論として位置づけ、パンフレット分析の理論的発展の可能性を示唆して

いる（Dann 1996：62）。ダンの研究も含めて、観光イメージに関する人類学的研究を集め

て考察しているセルウィンは、このようなイメージを分析することは現代消費社会の新し

い神話を解釈することであると主張している（Sel鴨m l990，1996）。

 本稿は、以上のような研究をふまえて、解釈論的な内容分析と写真や言語などの記号論

的な内容分析の両方をとりいれたパンフレット分析を行う。具体的には、19世紀末に全国

に伝播したコッツウォルズ地域の観光イメージと20世紀末に行政によってつくられた国や

地域レベルの観光イメージ、そして住民がつくる町レベルの観光イメージについて案内書

や観光パンフレットを分析し、観光イメージの形成過程を明らかにする。さらに、観光イ

メージに対する町レベルの反応として、チッピング・カムデンにおける観光推進の動きや

それに対する住民の認識について、1996年から1997年にかけて行ったフィールドワークに

もとづいて記述する。おわりに、以上のような記述から自律的観光の可能性に関して考察

を行う。

2．19世紀末における町のイメージ形成

2．1観光客の増加

本節では、19世紀末に増加傾向にあったコッツウォルズ地域への観光客の来訪に伴って、
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チッピング・カムデンの町のイメージがいかに形成されたかについて歴史的資料をもとに

明らかにする。

1860年に創刊された地域の新聞、イフシャム・ジャーナル（Evesh㎜Jo㎜a】）紙上では、

とくに1880年代と90年代に、コッツウォルズ地域に頻繁にやってくる観光客に関する記事

が増えている。1871年にコッツウォルズ地域東南部のケルムスコット（Kelmscoのに別荘を

借りたウィリアム・モリス（wilham Morhs）は、そのはしりだったといえる。モリスの影

響を受けて、1902年にロンドンからチッピング・カムデンに移住したアーツ・アンド・ク

ラフツ運動の建築家C．R．アシュビー（Ashbee）やコッツウォルズ地域南部に移住した同

運動の芸術家たちは、それまでに訪れた人々や移住者の一部にすぎなかった。

 辺鄙な農村だったコッツウォルズ地域に観光客が訪れるようになった背景には、第一に

鉄道網の発達があった。1845年に蒸気機i関の鉄道がはじめてこの地域を横断して地域の北

に位置するグロースターまで開通した。1845年から1906年までに鉄道網が広がったので、

この地域のほとんどの町村は鉄道の駅から荷馬車でいける距離になった。鉄道網拡大の背

景には、地域の土地所有者と企業経営者が、彼らが生産する農作物の効率的な市場への運

搬や乗客数の増加によって現金収入を得るために、地域各地の鉄道開通に投資したことが

ある。彼らは、鉄道建設の賛否を調べる委員会を立ち上げ、最適な路線を見つけるための

調査を実施したといわれている（Maggs l981：4－5）。地域に暮らす多くの人々は、新しい

鉄道路線の開通に好意的だったが、土地所有者の中には彼らの生活と眺望が乱されること

を恐れて反対する者がおり、また新しい鉄道路線にその仕事の大部分が奪われることを恐

れた運河所有者と既存の鉄道所有者たちも反対したといわれている（Maggs 1981：4－5）。

 しかし、第二次世界大戦後の道路交通の発達によって、コッツウォルズ地域の大きな町

を通る路線以外のほぼすべての駅が閉鎖された。この地域を横断する鉄道網の中では、オ

ックスフォードとハニーボーン（Honeybo㎜e）をつなぐ1路線だけが残った。鉄道網は縮

小したが、20世紀後半の道路交通の発達によって、コッツウォルズ地域はロンドンやバー

ミンガム（Bimlingham）といった大都市からアクセスしゃすいカントリーサイドとして定

着した。

 この地域を囲むように有名観光地が存在したことも、鉄道の利便性とともに観光客をひ

きつけた一因として考えられる。北にはシェークスピア（W．Shakespeare）の生誕地として

すでに有名だったストラトフォード・アポン・エイボンがあり、南には18世紀の温泉地で

社交場のバース、東には中世以来の大学街オックスフォードが位置していた。それらの有

名観光地を訪れる観光客が、コッツウォルズ地域の町村を通過したり、そこに滞在したの

である。同地域北端に位置するチッピング・カムデンは、このような人々が訪れた町村の

一つだった。
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2．2古きイングランド」の演出

 イフシャム・ジャーナル紙は、チッピング・カムデンにやってきた人々と観光産業につ

いて、この町の住民の対応を伝えている。1887年2月5日付けの町の新しい水道設備につ

いての記事には、 「この町は美しいだけでなく、自然の保養地でもあるコッッウォルズ地

域の風通しのよい場所にあるために、旅行者や休暇を楽しむ人々の関心をひいている」と

ある。同年の5月28日の記事には、舗道や散歩道や並木道の整備などで町を改善すれば、カ

ムデンが夏の保養リゾート地となりうる、という提案がなされている。さらに、「古くて、

静かな場所を好む」人々に飲食や宿泊を提供することによって、町のすべての住民層が利

益を得ることができると説明されている。

 チッピング・カムデンの住民が観光開発を考慮するようになった背景には、1870年代の

農業不況によって周辺地域の政治的、経済的、社会的中心地であった町が、その主力を商

業、観光産業に移行しなければならなかったという事情がある（Fees l996：127）。住民は、

1880年代からの訪問客の増加に接して、カムデンが「古い」と認識され、周辺環境も含め

た町自体が「美しい」と捉えられ、当時の旅行者にとって魅力的であると判断されたこと、

つまり町全体の市場価値を認識したとみなすことができる。そこで、カムデンの「古さ」

と「美しさ」を維持し、創造する努力がなされた。ハイストリートの沿道に木が植えられ、

1890年代に建設されたカトリック教会は古いコッツウォルド石を再利用して建てられた。

 1890年代半ばのチッピング・カムデンでは、パレードや行事、古来のスポーツやゲーム

など、産業革命以前の「古きイングランド」（the Old England）（1）を思わせる催しを開くこ

とで、町に観光客をひきつけようとする動きが起こっていた（Fees l988：98）。これは、

イングランド南部の港町イーストボーン（Eおtbo㎜e）で最初に催されたイベントを参考に

したもので、町の活性化をねらう当時のイングランドの多くの田舎町にとって絶好の方策

であった（Fees l988：100）。たとえば、1896年半カムデンで開催された花のフェスティバ

ル（Floral Festiva】）では、中世からイングランドに続いている伝統的なダンスであるモリ

ス・ダンス（morris dImce）やメイポール・ダンス（maypole dImce）（2）をパレードで披露す

ることで「古きイングランド」の世界を演出したということができる。1880年代からカム

デンにおいて観光への取り組みが活発化し、1890年代には住民たちが「古きイングランド」

というイメージを強調する形でイベントを催したのである。

 カムデンでは、1880年代と1890年代で成長した唯一の産業は観光だったことから、 「古

きイングランド」を想起させる観光キャンペーンは成功したとみなすことができるといわ

れている（Fees l996：127）。フィーズが指摘するように、カムデンにおける観光キャンペ

ーンで最大の貢献を行ったのは、アシュビーと手工芸ギルドであった（Fees l996：127）。

古くて美しい田舎町に工芸品の生産という要素が加わり、彼らの工房と展示物は町への訪
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問客を増やした。当時の手工芸ギルドの工房は、現代のヘリテージ・センター（hehtage

centre）のような観光アトラクションの役目を担ったといわれている（Fees l 996：128）。

19世紀末の観光客の増加は、チッピング・カムデンの住民に町の「古さ」と「美しさ」を

再認識させる機会となった。彼らは、それらのイメージを強調するために町を整備し、「古

きイングランド」を思わせるイベントを開催して、町の活性化を試みた。そのさいに、カ

ントリーサイドで中世の職人のような手仕事生産をめざして移住してきたアーツ・アン

ド・クラフツ運動の建築家C．凡アシュビーたちは、まさに「古きイングランド」を再現

する人々であり、彼らの存在はその工房と工芸品とともに観光客の欲求を満たし、町の活

性化を図る住民の意図にも適したものであった。

2．3案内書の出版

 19世紀末以降におけるコッツウォルズ地域への観光客の増加に伴って、1905年にハイウ

ェイズ・アンド・バイウェイズ・シリーズのオックスフォード・コッツウォルズ地域版

（伍g加㊨3研4伽砂5加0燐）74αη4∫加Co‘3wo1ゐ）が出版された（Evans韮994［1905］）。

ここでは、この案内書の挿し絵のエッチング画とその内容について分析し、20世紀におけ

る観光の大衆化に伴ってチッピング・カムデンがいかに描かれていたかを明らかにする。

 ハイウェイズ・アンド・バイウェイズ・シリーズは、1897年から1948年にかけて全36巻

が出版され、英国各地を紹介して人気を博した案内書シリーズである。オックスフォード・

コッツウォルズ地域版は、そのうちの1巻であり、1905年当時には数少ないコッツウォルズ

地域の案内書の一つであった。当時の案内書は、現在のものよりは地誌的要素が色濃く、

詳細な記述がなされているために、この版は今ではコッツウォルズ地域の網羅的な解説書

の原典として認識されている（B．Smith l976：196）。この案内書は、オックスフォード大

学出身の著者H．A．エヴァンス（H． A． Evans）が、当時の最適な移動手段として普及して

いた自転車でオックスフォードを出発してコッツウォルズ地域をまわり、オックスフォー

ドとコッッウォルズ地域の100カ所の町村に関して、約400頁にわたって案内を試みたもの

である（Evans l994［1905】）。

 このオックスフォード・コッツウォルズ地域版には、チッピング・カムデンに移住した

画家F．L．グリッグス（F． L． G屯gs）による72枚のエッチング画が挿し絵として掲載され

ている。そのうち66枚はコッツウォルズ地域の風景を描いたものである（表1参照）。オッ

クスフォードの大教会や大学の建物、大きな宿屋などの街の風景に比べると、コッッウォ

ルズ地域は小さな愈々の牧歌的な風景が多く描かれている。なかでも最も多く描かれてい

るのは教会（21枚）だが、小さな村の教会のエッチング画（15枚）が多い（絵1参照）。それ

に続いて、村や町並み（12枚）を描いたものも多い（絵2参照）。当然、領主の館（7枚）
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や城（3枚）のように地域の建築様式をもつ大きな建築物も描かれている。しかし、鳩舎

（3枚）、農家や納屋（3枚）そして羊や牛などを含む絵（6枚）など、農村風景を描いたエ

ッチング画が多いのは特徴的である（絵3参照）。これらのエッチング画の半数近くの25枚

には、人が含まれている。村人と思われる母子や男女、少年、羊飼いや農夫、農作業をす

る女などが描かれ、一枚あたりに描かれる人物の数は最高で5人である。このように、挿

し絵にはカントリーサイドの風景と人々の暮らしぶりが映し出されているということがで

きる。

 チッピング・カムデンの説明部分の挿し絵には、イングランドで最古の一般家屋とされ

る1340年築のグリヴェルズ・ハウス（Grevers House）（絵4参照）、17世紀のエルム・ツリー・

ハウス（Bm Tree House）の中庭（絵5参照）、ブロード・カムデン（Broad Campden）にあ

るノルマン時代の小さな教会の入り口、救貧院と聖ジェームズ教会の遠景（絵6参照）、聖

ジェームズ教会など歴史的な建築物が精緻に描かれている。そのほかには、カムデンから

見える周辺の村の丘と羊と小さな教会と農具が描かれている。グリヴェルズ・ハウスの入

り口では婦人と少年が描かれ、エルムツリー・ハウスの中庭には戸口にバスケットを置い

て立ち話をする男女、救貧院の前には椅子に腰掛ける老人とそれに話しかけるように立つ

女が描かれている。これらの7枚のエッチング画は、いずれもコッツウォルズ地域の挿し

絵の傾向と同じように、教会や家並み、羊と農具といった農村風景がそこに暮らす人々と

ともに描かれており、建築物の古さとカントリーサイドの牧歌的な風景が紹介されている。

 チッピング・カムデンに関する記述は、挿し絵も含めて26頁にわたっている。その説明

は「この本で取り上げるコッツウォルズ地域の5つの町、チッピング・カムデン、ストウ

（Stow，註：Stow－on－the－Woldの通称）、ノースリーチ（Northleach）、バーフォード（Bし㎡brd）、

サイレンセスター（Cirencester）のなかで、間違いなく際だって美しい」という言葉で始ま

る。その美しさがさすものは、 「丘に囲まれてひっそりと隠れるように」、また「主な道

路や鉄道から離れている」という町の地理的条件や、 「長くて幅の広いストリート（ハイ

ストリート）」の「17世紀を中心とする古い家並み」であると続けて説明されている。町

の歴史として、中世に羊毛貿易で栄えた歴史と羊毛商人とその館について、イングランド

随一の羊毛産地だったことが強調されている。それに続いて、町を流れる小川の水源を利

用した水車による18世紀の絹産業が町を2度目の発展に導いたことが述べられている。カ

ムデンに関する記述の後半部分には、町の教会と領主一族の歴史、行方不明になった男の

帰還話というような町に言い伝えられている不思議な話など、イングランドの田舎町に共

通するような内容も見られる。また、17世紀にその起源がある伝統行事「コッツウォルド

競技会」（Cotswold Games）（3）については、1905年当時は中止されていたにもかかわらずに、
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     表1案内書の挿絵（コッツウォルズ地域）に見られるモチーフ

モチーフ名 枚  数

入を含む風景 25
教会（内小さな村の教会） 21（15）

村や家並み 12
領主の館 7

羊や牛などを含む風景 6

城 3

鳩舎 3

農家や納屋 3

注：挿し絵（コッウォルズ地域）は66枚である。

繍

〆F

一

絵1小さな村の教会（ワーミントン，Wa㎜ing｛on）
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絵2 村や町並み（エブリントン，Ebhngton）

絵3農村風景（ブロードウェル，BroadweU）
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絵4 グリヴェルズ・ハウス（チッピング・ガムデン）

絵5エルム・ツリー・ハウス（チッピング・ガムデン）
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絵6救貧院と聖ジェームズ教会（チッピング・ガムデン）

観光行政（観光庁、局、支部） 1              ： 行政

国レベル

        …
@       ：
aTA         l

@       ：
@       ：

政府

イングランド・レベル

@（スコットランド）

@（ウェールズ）

STB

        ：
@       ；
sB    WTB  l
@       ：
@       ：
@       ：
@       ：

イングランド

州レベル

n方レベル 支部

1グロースターシャー州政府
@     1  コッッウォルド行政府

市町村レベル

              i              lチッピング・カムデン観光案内所1チッピング・カムデン町議会

注： BTA（英国政府観光庁）、ETB（イングランド観光局）、STB（スコットランド観光局）、

   WTB（ウェールズ観光局）。

             図2 観光行政組織図
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17世紀の詩人が競技会を褒め称えた詩を引用して詳しく言及してある（Evans l994［1905］：

182－207）。

 1905年当時の町の状況としては、C． R．アシュビーと手工芸ギルドの活動が「町の3度

目の発展」を生みだしていると紹介されている。この案内書の序文には、協力者としてC．

R．アシュビーと歴史家P．C．ルシャン（P． C． Rushen）の名前が記されており、案内書の

著者エヴァンスはルシャンから彼の著書である1899年出版の『チッピング・カムデンの歴

史と遺物』（〃∫∫’o型αη4肋吻〃漉∫げC爪囲gCα〃1ρ48η）を借りたことを明記している。エ

ヴァンスは、町の歴史についてはルシャンの本を参照し、1905年当時のカムデンの状況に

ついてはアシュビ「から話を聞いたと推測できる。

 とくに、アシュビーと手工芸ギルドの活動については、職人の修業内容から演劇やスポ

ーツなどの娯楽にいたるまで詳しく紹介されており、移住3年目のアシュビーがエヴァン

スに語ったことは明白である。また、ギルドが町のハイストリートの家々に似せて新しく

家を建設したり、老朽化した家を修築したりと町の保全（preservation）に尽力していること

も伝えられている。エヴァンスは、「マイル・エンド・ロード（Mi】e End Road）にあるア

ン女王時代の古い立派な邸宅エセックス・ハウス（ロンドン）での14年間の仕事の後に、ア

シュビー氏はカントリーサイドに移動することによってギルドの生活と仕事の両面で利点

を得ることに気づいた。ジョン・ラスキンとウィリアム・モリスの理念にこれほど強く訴

えてきた場所、つまり彼らの教えと理想を実践する始まりの場所は他にはなかった」と述

べている（Evans l994［1905］：188）。モリスは、中世イングランドとイングランドの景観を

重視する審美観をもち、カントリーサイドにおける手作業生産を理想としたアーツ・アン

ド・クラフツ運動を提唱した人物である。案内書は、チッピング・カムデンがまさにアシ

ュビーと手工芸ギルドが移住すべきカントリーサイドの町だったことを強調しているわけ

である。

 アシュビーのチッピング・カムデンに対する考えが案内書に反映されているのは、手工

芸ギルドの活動に関する記述だけではない。たとえばアシュビーは1904年に出版した本

のなかで17世紀に創始された「コッツウォルド競技会」について記述しており、カムデン

の歴史全般にも精通していた（Ashbee l 904）。そのために、エヴァンスの案内書で歴史的

かっ牧歌的な町として描かれたカムデンは、アシュビーが認識した町の状況ということが

できる。アシュビーは過去の町の姿を歴史的に再構成する上でエヴァンスに示唆を与え、

手工芸ギルドの活動内容を伝えることによって1905年当時の町のイメージ形成に大きな影

響を与えたとみなすことができる。

 19世紀末のチッピング・カムデンにおける観光は、観光客の増加に伴って、住民が「古

きイングランド」のイメージを利用して町の活性化を図ったことで促進された。さらに、
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アシュビーと手工芸ギルドの工房がカントリーサイドの古くて美しい町における工芸品づ

くりを実演したことによって集客の面で大いに貢献した。同時期、出版された全国版の案

内書には、ロンドンから移住して間もないアシュビーのチッピング・カムデンに関する認

識が、町に住む知識人の意見として案内書に取り入れられた。案内書において、チッピン

グ・カムデンはアシュビーの認識した歴史的かつ牧歌的な町として描かれている。とくに、

手工芸ギルドの活動に関する紹介部分は、ウィリアム・モリスの理念を実現するカントリ

ーサイドの理想の地としての町のイメージを強調している。アシュビーは、モリス同様に

中世の理想郷としてのイングランドのカントリーサイドのイメージをもって、ロンドンか

らカムデンにやってきたのである。そのアシュビーの認識した町のイメージが、町内部か

ら発されたものとして案内書のなかで表現され、全国に伝播したのである。つまり、19世

紀末のチッピング・カムデンの人々による町づくりの動きのなかで、アシュビーのような

都市から移住してきた中産階級の知識人が全国的に町のイメージを伝える役目を果たした

ということができる。20世紀に入って、この案内書を元にした案内書や著書が次々と出版

され（Gissing l 924；Massingh㎜1932；Moore l 937；Bhll l 964，1985；Lewis l 974；Smith

1976；Finberg l 977；Hill l 990；Withers l 990；Jones 1994）、観光の大衆化に伴って、この町

への観光客や移住者はさらに増えることになった。

3．行政がつくる20世紀の観光イメージ

3．1政府観光庁による文化遺産の活用策

 本節では、観光において行政がつくる20世紀の観光イメージに、いかにイングランドの

カントリーサイドのイメージが投影されているかを明らかにする。具体的には、1997年現

在、英国政府が打ちだしている文化遺産を活用したヘリテージ・ツーリズムの振興策とイ

ングランドのカントリーサイドに関する観光イメージについて概観し、それがどのように

コッツウォルズ地域の行政府の政策として実現し、地域の観光イメージに浸透しているの

かを分析する。

 観光は、いまや英国において最も重要な産業の一つとなっている。年間370億ポンド、国

内総生産の約6％を生みだしており、170万人（雇用全体の7％）の雇用を供給する国内第

4位の基幹産業である。英国を訪れる外国人旅行者は、約2，374万人にのぼり、この10年間

で約70％も増加している。この英国観光の発展の背景には、早い時期における政府主導の観

光機関の設置があった（4）。図2の観光行政組織図が示すように、政府観光庁は、その傘下の

各観光局を統轄し、それらが携わる重要な観光プロジェクトに助言を行っている。政府観光

庁が統轄する各観光局は、それぞれの管轄における観光の促進と宿泊施設の整備・査定を行
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っている。さらに、各観光局には、管轄内のそれぞれの地方に応じた支部が機能している。

各観光局とその各支部は、地方行政や観光産業や環境保護団体などと協力して観光開発と環

境保全のバランスをとる実質的な活動に携わっている。

 英国における観光資源のなかで、文化遺産とカントリーサイドは不可欠なものである。

1995年には約7，000万人が英国の歴史的な場所を訪れ、その半数以上は大聖堂や教会を訪れ

たという（BTA／ETB l996：3）（5）。そのほかには、6，340万人が博物館や美術館、1，300万人

が庭園、1，760万人が動物園や植物園、4，200万人がカントリー・パーク、4，100万人がレジャ

ー・
pークを訪れている（BT／VETB l996：3）。政府観光庁は、海外から多くの旅行者を

引きつける英国の文化遺産として、歴史的都市、大聖堂と教会、城、領主の館と庭園、歴

史上の重要な考古学的遺跡、産業遺産、博物館と美術館（とくに入場無料のもの）、文学的

遺産、伝統と品格（6）をあげている（BTA l993：29）。

 政府観光庁は、外国人旅行者の3分の2が訪英の理由にあげている「ヘリテージ」、 「カ

ントリーサイド」、 「文化」を英国の最大の魅力として、より効果的に観光に活用するた

めの方策を打ち出している（BTA l993：28）。観光庁は国内600カ所の歴史的な場所をま

わることができる「ヘリテージ・パス」（Hehtage Pass）という共通券を売り出したり、歴

史的建築物や所有地の開館時期や時間を延長するよう奨励することによって、日帰り客を

増やし、観光の季節性をなくして地理的広がりの促進を図っているの。

 このような英国における文化遺産観光は、地域振興策としても実現されてきた。英国で

は、1960年代にはじまる英国病と称された状況（経済の長期停滞、インフレ、外貨危機や

労働紛争）などを克服する方策の一つとして、文化遺産を活用した地域振興が推進され、

政府観光庁と地方行政の主導のもとで、ヘリテージ・ツーリズムの促進が図られてきた。

とくに、観光を重視した地域づくりの推進のさいには、文化遺産や自然環境と観光開発の

バランスを図ることが工夫されてきた。政府は、観光による経済効果の創出とともに環境

保護の徹底を提言している（DNH l995：13）。

 政府はまた、観光産業の拡大を持続可能なものにできる唯一の方策は、旅行者のニーズ

と環境保護のニーズのバランスを保つことだという認識をもっている（DNH l995：13）。

たとえば、人口の変化が目的地自体に弊害を与えたり、それによって訪れる人のその土地

での経験を損なうような地域には、イングランド観光局のような地域の公的機関が観光関

連産業の開発計画に助言を行うように促している。政府の農村生活白書では、農村地帯に

おける観光は重要な収入源である一方で、観光によってカントリーサイドの特色や農村人

口の多くが依存する自然資源が損なわないように開発していくことの必要性が強調されて

いる（DE AND MAFF l995：7）。
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3．2英国の公式パンフレットにみられる表現

 政府観光庁は、英国観光を奨励するために英国内と外国向けに公式観光パンフレットを

発行している。それらのパンフレットは、国内ではロンドン中心部にある観光庁直轄の観

光案内所、海外では観光庁の海外支部の役割も果たしている各国の英国大使館に置かれ、

英国観光に関する公式情報を外国人旅行者に提供している。ディレイが公式の観光イメー

ジについて述べているように、公式観光パンフレットは、その国に対して旅行者の抱くイ

メージや企業が促進しようとする観光イメージにかかわりなく、その国がどのようにみら

れたいかということを示すものである（Dilley l986）。

 ここでは、政府観光庁が発行している英国の公式観光パンフレットをとりあげ、観光庁

がつくる英国、とくにイングランドのカントリーサイドに関する観光イメージについて明

らかにする。具体的には、1992年と1996年の国内向けパンフレットと、1996年置ら1997年

に発行されたカナダ、オーストラリア、米国、シンガポールとマレーシア、日本など5ヶ

国向けの英国観光パンフレット計7種類における写真と言語を中心とする内容分析を行

う（8）（Shi（オi l997：184－191）。公式パンフレットは、英国の特徴を紹介するページに始ま

り、英国の地図やロンドン、イングランド、スコットランド、ウェールズ（まれに北アイ

ルランド）の各地域についての案内や英国の交通と通貨に関する旅の情報などから構成さ

れている。外国向けのパンフレットには、イングランドを「南イングランド（dle south of

England）」、「中央イングランド（ce甜al England）」、「北国（the north coun甘y）」の3

つにわけて案内している。

 （Dイングランドの異文化性（異郷性）と景観

 公式パンフレットに掲載されている写真数は、1992年の国内向けパンフレットでは17点、

1996年夏では26点あり、外国向けパンフレットでは米国向けパンフレットで58点など、国

内向けよりも多い傾向がある。

 まず、写真が映し出す人々と景観イメージについて分析する。1992年と1996年の国内向

けパンフレットのスコットランドに関する案内には、タータン柄の民族衣装を着てバグパ

イプを演奏する人物の写真があり、ウェールズに関する案内には、ハープを作るウェルッ

シュ職人の写真がある。同様の写真が米国、オーストラリア、カナダ、シンガポールとマ

レーシアのパンフレットにもみられた。また、タータン柄の民族衣装をまとった人々の間

に、羊の臓物を胃袋に入れて煮込んだスコットランドの伝統料理ハギス（haggis）と特産品

のウイスキーの写真もあり、ウェールズの有名な自然景勝地の木陰に置いてあるウェール

ズ特産のチーズの写真もある。これらの写真は、マッカネルやアダムスが観光におけるホ

スト文化を意味する「文化マーカー」（cult㎜l markers）と呼ぶところのものを示している
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（MacCannel l 976；Adams I 984）。これらの「文化マーカー」は、外国人旅行者にとって

の異文化性や国内旅行者にとっての異郷性を表現するものである。

 一方、パンフレットにおけるイングランドの案内部分には、 「文化マーカー」のような

異文化性や異郷性をあらわす人々や料理などの写真は含まれていない。イングランドの案

内には、スコーン（scones）と呼ばれる焼き菓子、サンドイッチ、ケーキという英国全土で

出されるアフタヌーン・ティーのセットとその背後で旅行者がアフタヌーン・ティーのお

茶を給仕してもらっている姿を映した写真がみられる。これらの視覚イメージは、米国向

けのパンフレットに最も多くみられる。そのほかには、中世の建築物のそばを流れる川を

ボートに乗って観光する旅行者の写真と湖や山々に囲まれたカントリーサイドを散歩する

男女の写真などの景観を背景とした旅行者の写真である。このような写真がっくる観光地

イメージは、ダンが定義するところの、給仕や芸人、商店主などのホスト社会の人間と旅

行者の接触を制限する「制御された楽園」（Paradise co甜011ed）に分類することが可能であ

る（Dann 1996：73－74）。

 全写真のなかで景観のみが映っている写真数は、1992年の国内向けパンフレットで35％、

1996年で30％と多い。日本向けのパンフレットでは39％、カナダ向けのパンフレットでは

37％である。それらの英国の景観イメージの多くは、歴史的建造物と緑の大地や湖や山や

海などの自然が組み合わされている。歴史的建造物は、カントリー・ハウス、城、大聖堂、

木造住居、石造のコテージ、城跡などである。景観を映した写真に付けられた「雄大な」

という語（magni五cent， splendi4 g㎜d）はカントリー・ハウスや大聖堂に使われ、「ロマン

ティックな（romantic）」や「ピクチャレスクな（picturesque）」や「詩的な（poetic）」とい

う語は、より規模の小さい木造住居や石造のコテージ、城跡に使われている（9）。英国のなか

でも、イングランドの景観写真は「南イングランド」の海岸の崖や「北国」の壮大な丘の

写真を含んではいるが、全体としてスコットランドやウェールズの景観写真に比べて穏や

かで緑が多い。とくに、 「中央イングランド」の部分には、丘の多いカントリーサイドの

緑の大地で白いユニフォームを着てクリケットをする人々の写真など、特徴的な景観イメ

ージが配されている。このような緑の丘陵地帯としてのイングランドの景観イメージは、

国内向けパンフレットやカナダ、米国、オーストラリア向けのパンフレットの写真にもみ

られる。また、すべてのパンフレットにおけるイングランドの景観をあらわす写真には、

小さな茅葺き屋根の住居や石造りのコテージや木造住居などが使われている。それらは、

イングランドの理想化された家々として解釈することができる。

（2）歴史的なイングランド

すべてのパンフレットのイングランドに関する部分には、「歴史（history）」 「歴史的な

205



国立民族学博物館調査報告21

（histohc）」 「16世紀の（the l 6th century）」 「ヴィクトリア朝時代の（Victorian）」などの

歴史的な語がスコットランドやウェールズに比べて数多く使われている。これらの歴史的

な語は、各地で起こった歴史的事件などと関連する具体的な年号や世紀や国王や女王など

の名前である。1996年の国内向けパンフレットには、33語の歴史的な語がイングランドに

使われており、同じパンフレットのスコットランドとウェールズには各11語ずつ使われて

いる。カナダ向けのパンフレットのイングランドの案内部分には、歴史的な語がl12語も使

われている。パンフレットのイングランド案内は、英国の歴史を代表して示しているとい

うことができる。オーストラリア向けパンフレットにおいて、 「英国の真実（Bhtain fbr

Rea1）」とされた「北国」は、実際に工業都市が多く生活環境が貧しい地域だが、産業遺産

の博物館やヘリテージ・センターの存在が強調されている。パンフレットに描かれたイン

グランドの中では、とくに「南イングランド」が最も歴史的である。カナダ向けのパンフ

レットの「南イングランド」には、「史跡の故郷（Home to Histohc Sites）」や「生きた博

物館（Living Muse㎜）」と題され、オーストラリア向けのパンフレットには、「文化遺産

の地（L｛md of Hehtage）」と書かれている。これらのパンフレットに作り出された「歴史的

なイングランド」という神話的なイメージは、南に位置しているということができる。

 （3）概念化されるカントリーサイド

 公式パンフレットを英国紹介のページからイングランド、中央イングランドと読み進む

過程において、 「カントリーサイド」は言語表現を通して、徐々に具体的なイメージを形

成している。第一段階としては、米国向けパンフレットの表紙に「スタイル、ロマンス、

歴史、伝統、壮観、文化、カントリーサイド（Style， RomImce， History， T1Bdition， Pagα臆y，

Culture， Countryside）」とあるように、 「カントリーサイド」という語を英国の他の抽象

的イメージをあらわす語とともにあげている。第二段階としては、1992年の国内向けパン

フレットのはじめの英国紹介のページに「本当の英国は、汚れなき美しい自然の土地であ

り、カントリーサイドの雰囲気とリズムが地域、そして季節によって異なる場所です」と

書かれている。第三段階としては、同じパンフレットと1996年の国内向けパンフレットの

イングランド部分に、カントリーサイドについての具体的な案内がつぎのように始まる。

「私たちの緑の丘陵が広がるカントリーサイドの静かな美しさは、休暇に平和と穏やかさ

を求める人々のためのものです」。 「おいしいビールの売っているパブ、豪華な邸宅と庭

園、家族向けの楽しみなどがあるピクチャレスクなカントリーサイドの漸々を訪れること

ができます」。米国向けパンフレットの「南イングランド」の見出し語には、 「大聖堂の

ある都市やバースやブライトンの後にはカントリーサイド」と書かれている。言語による

「カントリーサイド」のイメージ形成の最終段階では、イングランドのカントリーサイド
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は、バースやブライトンに続く具体的な旅の目的地として設定されている。

 「カントリーサイド」という名詞は、公式パンフレットのイングランドの案内部分に最

も多く使われている。 「カントリーサイド」の修飾語は、 「ピクチャレスクな」 「息をの

むような（brea臨㎞g）」「美しい（beauti鋤」「割ましい（dehゆ血1）」「緑の（green）」

「ゆるやかな起伏のある（rolling）」「土地の肥えた（1ush）」「かわいらしい（pre賃y，10ve－

ly）」「辺鄙な（remote）」「野生の（而1d）」「気ままな（㎜1y）」などである。このよう

なカントリーサイドのイメージには、農地を耕すトラクターや穀物を運ぶトラックや泥だ

らけの農業労働者の姿は含まれていない。パンフレットには、農業や牧畜の匂いや音が存

在するカントリーサイドの実生活は描かれないわけである。このような意味で、カントリ

ーサイドは、視覚イメージにも言語によるイメージにおいても人々を含まない概念化され

た景観であるといえる。

 （4）「本質的なイングランド」としての中央イングランド

 公式パンフレットにおける「中央イングランド」は、英国の中央に位置するイングラン

ドの究極の中心として描かれている。それは、地理的な中心というだけではなく、イング

ランドの神話的要素を含んでいる。1996年の国内向けパンフレットには「低くなだらかな

景観は、私たちにシェークスピアやロビン・フットや産業革命を与えた」と書かれている。

カナダ向けパンフレットには、 「そこは緑のカントリーサイドに点在するピクチャレスク

な村々、本質的なイングランド（essential England）」と強調してあり、コッツウォルズ地

域、ストラトフォード・アポン・エイヴォン、ウォーリック城（Warwick Cast］e）、ケンブ

リッジ（Cambhdge）、産業革命の発祥地アイロンブリッジ（lronb記ge）など11ヶ所を「本質

的にイングリッシュな場所（Essentially English Sights）」としてあげている。パンフレット

に描かれた中央イングランドは、文化、歴史、理想化されたイングランドの歴史的住居、

概念化されたカントリーサイドという、英国の中心であるイングランドの本質を含む場所

として表現されている。このようにして、英国の公式観光パンフレットにおいて、中央イ

ングランドのカントリーサイドがイングランドの本質であるという神話的なイメージが作

り上げられているということができる。

3．3コッッウォルド行政府による観光振興策

 ここでは、政府の観光政策と英国公式観光パンフレットから明らかにしたイングランド

のカントリーサイドの観光イメージが、いかにコッツウォルズ地域の政策や観光イメージ

に反映されているかについて記述する。

 コッッウォルド行政府（Cotswold Dis面ct Council）は、グロースターシャー行政州に統轄
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される地方行政体であり、社会的、文化的、経済的に地域住民の生活向上を目的とする諸

政策を実施する。行政府地域内の建築計画申請案の審議や住民の行政的な諸手続きなどを

行う。コッツウォルド行政府は、1970年代に開発計画部のなかに観光課を設置し、地域開

発として観光振興に対処してきた。コッツウォルズ地域では現在、旅行者が年間に6，000万

ポンドを消費し、地域の観光関連の雇用は全体の15．7％（1993年）を占めている。行政府は、

地域内の観光振興を図ることによって、地域の経済と文化の両面において活性化を生み出

そうとしている。行政府は、歴史的町並みや点在する小さな向々や自然環境が地域の観光

資源であるという認識をもっている。コッツウォルズ地域には、歴史的建築物が多く残存

しており、それらを一般公開するのみではなく、宿泊施設としても活用している。コッツ

ウォルズ地域を含むグロースターシャー州では宿泊施設の45％を歴史的建築物が占めてい

る（BTんETB l996：15）。現在の開発計画部長によると、行政府は自然・文化遺産なしに、

この地域での観光発展は望めないが、逆に観光なしに地域の自然・文化遺産の維持は難し

いという現状を理解しているという。観光課は、観光を自然・文化遺産の活用と保全を実

現する手段として長期的な視野をもって捉えていく方針であるという。

 開発計画部の観光課は、このような観光振興策を実現するために、地域内に6カ所ある観

光案内所の統轄に取り組んできた。それらは、北部からチッピング・カムデン、モートン・

イン・マーシュ（Mo質on－in－Marsh）、ストウ・オン・ザ・ウォルド、ノースリーチ、バーフ

ォード、サイレンセスターである。そのうちのストウ・オン・ザ・ウォルドとサイレンセ

スターは行政府が1986年以降開設した直轄の案内所であり、その他はチッピング・カムデ

ンのように町の商工会議所や宿泊施設経営者の運営によるものから、町役場の運営による

もの、個人商店に委託されたものまで、多様である。それらの観光案内所は、イングラン

ド観光局の指定する「ツーリスト・インフォメーション・センター」（To面st In飼㎜ation

Centre）を意味する「i」マークのサインを表示して、観光局をとおして国内の他地域とのネ

ットワークに加えられている。観光局はそれらの観光案内所を情報統轄する一方面、定期

的に案内所の運営方法などを講習する機i会も提供している。しかし、実質的には行政府が

それらの案内所に補助金を出し、運営指導を行って統轄している。行政府の観光課は、地

域内の各観光案内所をつなぐネットワークの把握によって、同地域の観光における多様な

問題に行政として一貫して対応することを意図している。

 そのほかに、行政府が組織する観光政策実施委員会は、他の機関や団体と協力して地域

の観光の実情を検討している。この委員会は、観光課職員だけではなく、宿泊施設経営者

や観光施設経営者などの地域で実際に観光産業に携わる人々と、イングランドの田園を守

る会（The Council of Protection of Rural England）やイングランド観光局支部からの出向

委員などによって構成されている。1991年にはコッツウォルズ地域のなかでも観光地化が
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進んでいるボートン・オン・ザ・ウォーター（Boulton－on－the－Water）村における観光客の意

識調査を行い、観光客の意識の改善と村の対応について、村の代表者を交えて討議を行っ

た。この委員会は、観光開発と環境保全のバランスを保つという点を重視しながら、行政

が打ち出した観光政策を吟味する役目を担っている。

 コッッウォルド行政府は、旅行者への地域に関する情報の提供による観光振興をめざし

て、地域の公式観光パンフレットを発行し、各観光案内所に置いている。その地域の公式

観光パンフレットには、イングランド観光局の査定を受けた宿泊施設の一覧が載っており、

その一覧に従って各観光案内所の業務の一つである宿泊施設の斡旋が行われている（10）。行

政府は、宿泊施設の一覧を含めて、この公式パンフレットの内容を毎年改訂して発行して

いる。

：M地域の公式パンフレットにみられる表現

 ここでは、コッッウォルズ地域の観光パンフレットの分析にもとづいて、コッツウォル

ド行政府とイングランド観光局支部が作り出すコッツウォルズ地域の観光イメージについ

て考察する。具体的には、コッツウォルズ地域全域の宿泊施設の一覧が載っている地域の

公式パンフレット2種類における写真と言語を中心とする内容分析を行う（Shi（ji 1997：

191－199） 。

 コッッウォルズ地域の公式パンフレットとしては、行政府が毎年発行している『コッツ

ウォルズ地域97』（7陀Co’∫wo傭97：1997年発行）と、イングランド観光局の中央イングラン

ド支部（Hean of Englalld To面st Board）が毎年発行している『シェークスピア・カントリー、

コッツウォルズ地域、イングランドの中心』（8氏神θα7的C（濯η〃γ，∫加Co‘3wo1ゐαη4∫加

Hθαr’（ヅEηgloηのの1997年目を取り上げる。前者のパンフレットは地域内の観光案内所に

常置されており、その内容には437宿泊施設の一覧と20ページにわたる地域の自然・文化遺

産と市町村の紹介が含まれている。後者は、地域内の観光案内所よりもロンドンなど地域

外の観光案内所に常置されていることが多いが、コッツウォルズ地域に関する内容は61の

宿泊施設の一覧を含めて12ページにわたって掲載されている。チッピング・カムデンの観

光案内所において、私が観察したなかでは、これらの公式観光パンフレットは、地域外の

広告業者の出版する情報源に比べると、地域全域の詳しい宿泊施設の一覧があるために地

域に根ざしたものであり、最数多く訪問客が入手していたものである。

（1）イングランドのカントリーサイド：人と景観

 『コッツウォルズ地域97』では75点の写真、 『シェークスピア・カントリー』では10点

の写真が用いられている。『コッツウォルズ地域97』の全写真数の35％にあたる26点が人
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を含み、そのうち22点がウォーキングや乗馬、地域の行事で踊ったり競走する活動的な人々

を映している。活動的な人々のうち4人は、農業従事者、水路修復を行う人、行事で袋跳

び競走をする人、イングランドの伝統的ダンスであるモリス・ダンスの踊り手など、カン

トリーサイドで生活する人々が映し出されている。また、子ども連れの夫婦が保全地域の

マークがついている歩道の入り口に立っている写真もある。一方で、活動的にカントリー

サイドを楽しむ人々は、ウォーキング、乗馬、サイクリング、水上スポーツをしている。

そのうちの7つの写真は非常に多くの人々を映している。それらの群衆は、まるで海辺に

いるようにコッツウォルド・ウォーター・パーク（Cotswold W田er Park）にいたり、市場や

村祭りなどのイベント、さらには村の芝生の上に座っている。少人数だがカントリーサイ

ドの現状を示す写真がある一方で、カントリーサイドを様々に楽しむ群衆を映した写真が

ある。

 『コッツウォルズ地域97』で用いられた写真では、地域に暮らす人々と旅行者の問の境

界が見つけにくい。旅行者とは明らかに異なる存在であるモリス・ダンサーは、コッツウ

ォルズ地域独自の文化を意味する「文化マーカー」であり（MacC㎜el l976；Adams l984）、

「楽しませる人としての地元民」を意味している（D㎜1996）。これは、政府観光庁の全

国版の観光パンフレットにおいて、イングランドに「文化マーカー」が現れていない点と

異なる（shi（ji 1997：184－191）。 『コッツウォルズ地域97』の写真による視覚イメージに

あらわれるその他の人々には、旅行者と地元の人々との明確な境界線がなく、映し出され

ている人々は白人のみである。しかし、実際にはコッツウォルズ地域では多くの外国人旅

行者を見ることができる。この意味で、コッツウォルズ地域の公式観光パンフレットに見

られるホストとゲストの文化的な同質性は、外国人居住者が少ないイングランドのカント

リーサイドのイメージを強調して設定しているということができる。

 地域の公式パンフレットにおける写真において、イングランドのカントリーサイドのイ

メージを強調する傾向は、景観写真においても見られる。『シェークスピア・カントリー』

には、なだらかな緑の丘や歴史的建築物が、主に自然の風景や蜂蜜色の石の建物を映した

写真の中に配されている景観イメージが多い。『コッツウォルズ地域97』の下座真数の65％

は景観のみで、そのほとんどは歴史的建築物であり、それらは共通してコッッウォルド石

で建てられたものである。さらに、そのうちのll点の写真は、人や建物抜きの自然の風景

であり、緑の大地、花々の野原、野生の花や草木、穀物畑、川、羊などが映されている。

それらは野生の自然ではなく、耕作地としての緑の景観である。このような表現は、前述

した政府観光庁の全国版の公式観光パンフレットにあらわれるイングランドのカントリー

サイドの景観イメージを継承している（shkj i 1997：189－191）。地域版のパンフレットは、

それらにコッツウォルド石によるコッツウォルズ地域の独自性を加えて表現している。人
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の映っていない小さな家やコテージという全国版パンフレットにおけるイングランドのカ

ントリーサイドの景観イメージは、これらの地域レベルのパンフレットでは人と組み合わ

されている場合もある。しかし、このイングランドの家のイメージは、既述したように、

全国版の観光パンフレットでは人の少ないカントリーサイドに存在するが、実際には多く

の人々が訪れるコッツウォルズ地域においては、常にそうとは限らないのである。

 （2）本物のイングランドのカントリーサイド

 つぎに、地域の公式観光パンフレットにおける言語が生み出すイメージについて分析す

る。『シェークスピア・カントリー』の「イングランドの中心、豊富な文化遺産、文化と

カントリーサイド」という副題は全国版のパンフレットと呼応している。このパンフレッ

トのコッツウォルズ地域部分は、次のような文句に始まり、それに続く内容には「カント

リーサイド」という言葉が6回使われている。「イングランドを想像するときには、おそら

くコッッウォルズ地域を思い浮かべるでしょう… 伝統的なイングランドの生活の良い

雰囲気がある場所です。眠ったように静かな（sleepy）村々、コテージに咲く花々、堂々と

した領主の館、賑やかな市場町と息をのむほど美しいカントリーサイド、これらのすべて

が、まさにあなたに見つけられることを待っています」。『コッツウォルズ地域97』は、

「本物のイングランドのカントリーサイド」という言葉で始まり、羊毛生産の黄金期など

の地域の歴史を詳しく説明している。例としてバイブリー（Bibury）とボートン・オン・ザ・

ウォーターをあげて、世界的に有名なイングランドのカントリーサイドの光景で「本物の

コッッウォルズ地域」と呼んでいる。これらは、実際には夏の観光シーズンに多くの人々

でにぎわう場所だが、このパンフレットではカントリーサイドの平和と静寂をコッッウォ

ルズ地域の魅力として紹介している。

 政府観光庁の全国版の観光パンフレットではイングランドの歴史性を強調することで英

国を商品化しているが、地域の公式パンフレットでは歴史性も含めた地域独自の自然・文

化遺産をイングランドのカントリーサイドの本質として提示しているといえる。また、全

国版のパンフレットには、中央イングランドがイングランドのカントリーサイドと文化遺

産を併せもつ「イングランドの本質的な場所」として神話的に描かれている（Shi呼1997）。

一方、各観光案内所に置かれている行政府が発行する地域の公式パンフレットにも、観光

庁の全国版のパンフレットと同様に、 「本物のイングランドのカントリーサイド」と表現

され、イングランドのカントリーサイドの神話的な描写が地域の独自性を加えてなされて

いる。このように、コッツウォルズ地域においては、行政がつくる20世紀の観光イメージ

が、政策として国レベルから地域レベルまで浸透していることが明らかになった。
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4．チッピング・カムデンの商品化

4．1町における観光推進の動き

 本節では、チッピング・カムデンにおいて、いかにして町の観光イメージが形成され、

表現されているのかを明らかにし、行政のつくった20世紀の観光イメージがチッピング・

カムデンでいかに展開されているかを検討する。ここでは、チッピング・カムデンにおけ

る観光推進の現状を把握するために、1995年以降に、顕在化している観光案内所設立に向

けての活動に焦点をあて、町内紙の投稿文と観光案内所を運営する人々の語りをもとに記

述を行う。

 チッピング・カムデンでは、1980年代以降に、町で唯一の博物館であったウールステー

プラーズ博物館（Wodstaplers’Muse㎜）（1】）の小さな観光案内コーナーにおいて、イングラ

ンド観光局の認可を得た観光案内所の業務を遂行していた。しかし、1996年の博物館の閉

館に伴って、観光案内コーナーも閉鎖された。この博物館の閉館に先だって、1995年には、

チッピング・カムデンにおける観光案内所の設立を主張する人々の中から、町のB＆B民宿

の経営者3人と博物館の建物に使われていたウールステープラーズ・ホール（Woolstaplers璽

HaH）の所有者の4人によってカムデン宿泊施設プロバイダー（Campden Accommo（捻tion

Providers、略称CAPS）が結成された。

 観光案内所の移転場所について、コッツウォルド行政府とチッピング・カムデン町議会

と商工会議所が協議した結果、住民の意見を聞くために集会が開かれた。その集会におい

て、案内所はひとまず、町のホテルのロビーの一室に移されることになった。観光案内所

はそのホテルのロビーに1年間とどまったが、その間にCAPSのメンバーと町周辺の宿泊施

設経営者たちは、ホテルのロビーに設置された観光案内所の業務をボランティアとして手

伝った。

 当初，CAPSの会計と秘書を兼任していた女性GJさんは、観光案内所設立のためにCAPS

が行った試みについて町内紙に投稿している（Chipping C㎜pden Bulletin l 997．4：12－13）。

それによると、CAPSによって開始された観光案内所の運営は、新しい設置場所さがしには

じまったという。CAPSは、行政府に直轄の案内所をチッピング・カムデンに設立するよう

に要請したり、町の商工会議所にも観光案内所の設立への支援を依頼したが、いずれも資

金不足で実現しなかった。結局、観光案内所設立の支援団体が見つからず、CAPSは自力で

観光案内所を設立することになった。

 町のホテルや商店や地元の建設業などの経営者からなる商工会議所は、CAPSをその小委

員会として承認し、商工会議所の会長とホテルの支配人が新しく加わった。所属団体が商

工会議所になったことで、町でのCAPSの活動は孤立したものではなくなった。チッピン
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グ・カムデンにおいて観光に関係する人々は、ホテル、民宿、レストランなどの宿泊・飲

食施設の経営者たちと洋品店、骨董屋、土産物屋などのハイストリート沿いの商店主だち

で、彼らはほとんどが町の商工会議所に所属している。1997年忌商工会議所の会合におい

て、CAPSから改名した観光案内所委員会（To曲t㎞飴nnation Cen廿e Co㎜i賃ee：略称TIC

委員会）から観光案内所の活動報告がなされたときには、TIC委員会のメンバーではない骨

董屋経営者が「観光はこの町の第一産業である」という発言を行い、その会合に参加して

いた他の経営者たちもそれに賛同して、商工会議所がTIC委員会を応援して観光を推進する

姿勢を明らかにした。観光は町の商店やレストランなどにとって大きな収入源であるため

に、商工会議所のメンバーは明らかな観光推進派である。また、観光振興に賛成している

町議会は、1995年から2年間にわたって、補助金を出してCAPSが観光案内所を町に設立す

る支援を行った。

 1996年忌は、町議会議員によって構成されているタウン・トラストの申し出で、CAPSは

1年間の契約でタウン・ホールの2階の隅に安い賃貸料を支払うことで観光案内所を一時

的に設置した。その後、1997年3月からは、1995年当初にロビーを使っていたホテルの別

棟に賃貸料を支払って3年間の契約で落ち着くことになった。同時にCAPSは、名称をTIC

委員会に改名し、常勤職員を1名雇って、同委員会はそれを監督しながら案内所を運営す

ることになった。1997年現在、TIC委員会のメンバーは10人で構成されており、建設会社を

経営する商工会議所会長以外はすべてチッピング・カムデンや周辺町村のホテルやB＆B民

宿などの宿泊施設経営者である。

 1997年に、TIC委員会と商工会議所は、町のホテルとB＆B民宿の協力をえて、町の新し

い紹介パンフレットを作成し、3，000部印刷した。そのパンフレットには、町の地図や歴史

とともに商工会議所に入っている商店やホテルなどの広告が載せられた。また、観光案内

所がタウン・ホールに移動した1996年からは、観光案内所の設立へ向けて案内所を訪れる

旅行者数をカウントして毎日記録するようになった。

 このように、政府観光庁やコッツウォルド行政府による観光振興とは異なるレベルにお

いて、1995年忌ら町の観光推進派である宿泊施設経営者や商工会議所の人々が観光振興を

図ってきたのである。

4．2町の公式パンフレットにみられる表現

 ここでは、商工会議所がつくった町の公式案内パンフレットとカムデン協会が出版した

町めぐりの小冊子の分析をとおして、町の人々によっていかにチッピング・カムデンの観

光イメージが表現されているかを明らかにする。これらのパンフレットは両方とも、この

町の観光案内所で旅行者向けに売られているが、それらは専門業者による制作ではなく、
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町に長年住んできた人々によって考案されたものである。

 （1）公式案内パンフレット『チッピング・カムデン』

 町の公式案内パンフレット『チッピング・カムデン』は、1995年に町のパイメント建設

会社（Pyments of Campden Limited）が出資して商工会議所が制作した両面印刷で三つ折

りの小さなものである。町の観光案内所で20ペンスΦence）で売られている（12）。パンフレ

ット製作に出資した建設会社の社長は、商工会議所会長やTIC委員も務めるカムデン生まれ

育ちの人で、会社の事務所を古い絹工場の1階に借りている。挿し絵は、同じ建物の3階

で銀食器デザイナーとして約30年働いている画家が担当した。

 このパンフレットは一色刷りで、17世紀の市場マーケット・ホール（Market Hall）、救貧

院と聖ジェームズ教会、14世紀のグリヴェルズ・ハウス、古い絹工場の4つの建物の挿し

絵があり、挿し絵の他には領主の館主、ハイストリート、ウールステープラーズ・ホール

など、町の歴史的建築物について説明がなされている。町の伝統行事、ロバート・ドーバ

ース・ゲームス（Robe貢Dover’s Games）とスキャトルブルック・ウェイク（Scu賃lebrook

Wake）（13）の催される時期についても明記されている。町独自の文化遺産だけでなく、「優

れたコッツウォルド石の建物」 「石のアーチ」 「コッツウォルドの羊毛」といった地域名

と地域の特産物も説明に加えられている。

 表紙には、町の中心部にあるマーケット・ホールの絵が描かれ、「この島に残された最

も美しい村の道」（The most beauti飼village street le食in this island．）という有名な歴史家

トレヴェリアン（J．Trevelyan）の言葉が書いてあり、町の案内文は次のように始まる。「チ

ッピング・カムデンに入ると、茅葺き屋根と石葺き屋根の家々があなたを迎えてくれま

す。…  蜂蜜色の壁と薔薇やよく手入れされた庭に夏季に咲く色とりどりの花…  古

風な趣のある多くの隠れた町角を見つけることができます」。パンフレットの最後には、

「私たちの汚れなきカントリーサイドを散歩して、時が止まっているような静かな村々に

出会ってみて下さい」と書かれている。はじめの石造の家と薔薇のイメージや「古風な趣」

「汚れなきカントリーサイド」 「静かな句々」という語は、全国版の観光パンフレットに

見られるイングランドのカントリーサイドの表現と同じである（Shi句i l997）。

 この町の公式パンフレットは、まず「イングランドのカントリーサイド」のイメージを

強調し、町がそれと同じ要素を有することを示し、町の建築物の歴史性、石や羊毛などの

特産物、伝統行事などで地域文化を強調することによって町の独自性を表現している。

（2）小冊子『チッピング・カムデン町めぐり』

一方、『チッピング・カムデン町めぐり』（C物ρ加gCo〃卯θη7bwη7ンαのという小冊子
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は、観光案内所で旅行者向けに3ポンドで売られている。この小冊子は、1982年にチッピ

ング・カムデンの中高等学校に通っていた少女の作った町の建築物を挿し絵で紹介する小

冊子が、カムデン協会の募ったゴードン・ラッセル（Gordon Russen）賞コンテスト（14）に優

勝して、同協会によって町案内の小冊子として出版されたものである。

 この小冊子は21頁から成り、町の12棟の建築物の絵と詳しい説明、手書きの町の略図が

付いている。小冊子の表紙には、町の公式案内パンフレットの表紙と同様にマーケット・

ホールが描かれているが、その特徴が影絵のようなデザイン画になっている。最初の頁に

は、町の公式案内パンフレットと同じ歴史家の言葉が引用され、 「チッピング・カムデン

は、特徴的で魅力的なハイストリートによって知られています」という言葉で始まってい

る。「チッピング・カムデン」の名前の由来と町の歴史の紹介の後に、1970年2月にハイス

トリートを含めて町が国の保全地域に指定されたことやハイストリートが「今のまま何世

紀も残されるでしょう」とその歴史的建築物群の重要性を伝えている。説明の最後には「現

在、チッピング・カムデンは約2，000人の人口をもち、ハイストリートの外側にいくつかの

現代的な宅地がありますが、それらのほとんどはコッツウォルド石との混合石で建てられ

ているために、それほど違和感を生みだしていません」というように現代住宅の外観とコ

ッツウォルド石の関係に言及している。

 この固めぐりの小冊子に取り上げられている12棟の建築物の絵は（15）、いずれも歴史的建

築物で、そのうち、グリヴェルズ・ハウス、カムデン・ハウス、救貧院、古いグラマー・

スクールとマーケット・ホールの絵には建物細部の名称も記されている。とくに、グリヴ

ェルズ・ハウスの絵には、地域の特徴的な建築様式であるガラスの仕切り石があしらわれ

た「出窓」や「日時計」、 「ガーゴイル」（GIrgoyle）（16）が矢印で示されており、 「初期イ

ングランド様式の玄関」とその横に取り付けられている鉄の「靴の泥落とし」や「たわん

だ屋根」 「荷馬用入り口」というように、中世イングランドの建築細部が矢印で説明され

ている。カムデン・ハウスと救貧院とマーケット・ホールは、17世紀に町の領主だったバ

プティスト・ピックス卿（Sh Baptist Hicks）が建てたものであるので、その家紋なども館

の各部の名称とともに矢印で説明されている。絵に描かれた建物の説明文は、主にそれぞ

れ建設年代や建築費用、建築目的に関してであり、名称を記した建築細部について付け加

えているものもある。教会については、その内部の各部分の建設年代を示す見取り図が載

せられている。

 このような小冊子の描写からは、建築様式に中世イングランドや地域的特徴があったり、

町の歴史と深い関係があるような建物は、町に住む人々が重要な文化遺産とみなしている

ものであることがわかる。とくに、町の公式案内パンフレットの挿し絵と重複するマーケ

ット・ホール、グリヴェルズ・ハウス、教会、救貧院カムデン・ハウスは、町に住む人々
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の間で広く共通して、町の文化遺産として認識されている歴史的建築物である。また、小

髄冊子に絵として描かれていないが、文章で説明されている建物や事柄としては、スキャト

ルブルック川の水を汲み上げたポンプ、現在の中高等学校、現在の領主の子孫が住んでい

るコート・ハウス（Coun House）、町最古のパブ、ハイストリートの特徴、現存する一つの

ホテルの建物の歴史、現在の図書館の建物の歴史、ウェシントン地区の家々の歴史、タウ

ン・ホールの歴史など、過去から現在までの町の移り変わりの歴史を示すものが多い。と

くに、ウェシントン地区については、「カムデンのなかでも絵のようにとても美しい場所」

と形容され、その地区が古い農家の家屋の形態を残していることが説明されている。 『チ

ッピング・カムデン町めぐり』は、町の公式案内パンフレットのように、イングランドの

カントリーサイドのもつ石造の家と薔薇などの視覚イメージや「古風な趣」、「汚れなき

カントリーサイド」、「眠れる村々」という言語がつくりだすイメージをチッピング・カ

ムデンにあてはめていない。むしろ、町の歴史的建築物のなかに生活が農業中心だった中

世イングランド特有の建築様式が残っていることを示すことで、実際に古きイングランド

の面影を残す町として提示している。また、イングランドの歴史を示しながら、建築細部

に見られる地域的な特徴や町の移り変わりを建物によって伝えることで町の独自性を表現

している。

 町の公式案内パンフレットと小冊子における絵と内容は、町の人々が文化遺産として認

識するものを示しており、それらの文化遺産によって町のイメージを表現している。パン

フレットと小冊子には両方ともイングランドのカントリーサイドを歴史的、空間的に表す

イメージが見受けられ、地域の特産物である石や羊毛、町の伝統行事、個々の建築物の細

部という具体例を通してコッツウォルズ地域の特徴や町の独自性を示していることが明ら

かになった。このような傾向は、その多くが町の建物の風景とイングランドのカントリー

サイドのイメージを重ね合わせた写真を使っている絵はがきにも見られる。

4．3町の観光イメージの活用

 これまで、チッピング・カムデンの主に観光推進派の人々が表現する町の観光イメージ

についてパンフレットを通して考察を進めてきたが、ここでは町の観光イメージが具体的

にどのように活用されているのかについて記述する。

 歴史的建築物を利用するホテルや商店は、町の歴史的な観光イメージを活用している。

チッピング・カムデンのハイストリート沿いにある5軒のホテルは、その利益の大部分を

宿泊客とレストラン利用客から得ている町最大の観光産業である。それらのホテルは、建

物の古さや宿泊施設としての長い歴史を示すために、内装にも歴史を感じさせるように工

夫がなされている。天井の梁などの木材を際だたせたり、レストランに薪をくべる暖炉を
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設けたり、装飾品に骨董品を置いたり、客室には天井付きの中世風ベッドを置いている。

ホテルの案内パンフレットには、宿屋としての長い歴史が強調されており、ホテルに滞在

することによってカントリーサイドのスポーツや狩りを行う機会が得られる点も記されて

いる。

 ハイストリートの骨董屋は、建物の古さを利用して商売をしている典型例である。そこ

で売られている骨董は、雑貨から陶器や家具まで多様な種類のものである。しかし、それ

らはチッピング・カムデンに全く関係のないものばかりで、樫などのイングランド特産の

木材を用いた家具や銀食器、イングランド北部で作られた陶器の人形など全国各地から集

められた骨董がショーウィンドウに並んでいる。

 町のホテルや商店だけでなく、文化遺産保全団体も観光イメージを利用している。1996

年に、C． R．アシュビーが工房として使っていた古い絹工場の一階に展示場を開いた手工

芸ギルド・トラストは、現在も2階の工房で製作されている銀細工作品などを展示してい

る。訪れた人々が展示を通して町の伝統工芸に興味をもつことによって、現在も作られて

いる工芸品を工房や店に行って直接買うことができるように仕掛けてある。2階の銀細工

工房では、アシュビーが連れてきた銀細工職人の3代目で、手工芸ギルド・トラスト員で

もあるH氏は、彼の息子と甥と弟子の4人で、約100年前のままの部屋で当時と同じ技法で

銀を打っている。彼らは、注文を受けて銀製品を作り、すでにできあがった作品を工房の

ショーケースに飾って販売するという形態をとっている。この工房には旅行者も自由に出

入りして見学ができ㈹、銀細工を買うことができる。ショーケースには、アシュビーの装

身具のデザイン画をもとに作られたオリジナル作品や、町の主要な歴史的建築物でもある

マーケット・ホールを形取ったペンダントなどが販売されている。

 H氏はまた、ハイストリートの観光案内所を訪れた旅行者を古い絹工場に誘導してもらう

ように頼んでいる。案内所には銀細工作品の入った小さなショーケースを置かせてもらっ

ている。さらに、手工芸ギルド・トラストの古い絹工場と展示場についてのパンフレット

も置かれている。1996年の展示場開設から数年しかたっていないが、手工芸ギルド・トラ

ストの関係する活動は、H氏の工房も含めて古い絹工場全体と町の観光をとりこむ形で発展

しつつある（18）。

 最後に、宿泊施設経営者が運営する観光案内所の案内業務について1996年と97年に私が

ボランティアで手伝いながら行った観察にもとづいて述べる。図3は、1996年と97年にチ

ッピング・カムデンの観光案内所に登録している31施設のなかで、案内所を運営する人々

の施設がチッピング・カムデン内部よりも周辺に多いことを示している。TIC委員会のGJ

委員によると、「ガイドブックの『チッピング・カムデン』の宿の箇所に民宿名を連ねた

ら、その年はそれまでよりも多くの宿泊客がやって来た」という。彼女はチッピング・カ
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ムデンの観光案内所の運営を軌道にのせることで、その圏内に入る彼らの民宿の客も大幅

に増えると期待している。彼らの民宿は実際にはカムデンの隣村ミケルトン（Mickelton）

に近いが、チッピング・カムデンのイメージを利用して集客を行っている。同じような理

由で、TIC委員会の秘書を務める30代のCH委員も、その夫とともにチッピング・カムデン

の案内所の一般業務を頻繁に手伝ってきたという。TIC委員会のなかで中核的役割を担って

いる彼女たちは、いずれもチッピング・カムデン内部ではなく、その周辺で民宿を経営し

ている。つまり、GJ委員が述べたように、その圏内に登録してチッピング・カムデンのイ

メージに便乗するほうが客数が増えると期待する宿泊施設経営者たちが観光案内所の設立

を準備しているわけである。

 さらに、観光案内所における旅行者に対する説明にも、町の観光イメージが投影されて

いる。旅行者の応対をするTIC委員たちは、町の建物の「古さ」と「美しさ」を強調して説

明し、詳しい案内は町の公式案内パンフレットや町めぐり小冊子を紹介して、それを販売

している。歴史的建築物については、聖ジェームズ教会とマーケット・ホールとグリヴェ

ルズ・ハウス、 「古代の美しい教会」 「古代の建物」 「中世の羊毛商人が建てた家」など

と説明することが多く、 「絵のような茅葺き屋根の家々」のある場所として旅行者にウェ

シントン地区を教える委員もいた。TIC委員たちは、町の周辺を散歩する道順についてもカ

ントリーサイドの自然を感じることができる散歩道を勧め、近村までのウォーキング・コ

ースについての数歯の小冊子を販売していた。

 案内所のTIC委員たちはまた、ハイストリートに並ぶ店やレストランについて教えること

も多い。町の店やレストランは、ほとんどすべてが歴史的建築物を活用して営業している

が、彼らが勧める店は、古い絹工場の銀細工工房、銀食器店、骨董屋、画廊、本屋と古本

専門店など、町に関する歴史や手工芸品を見ることのできる店や町の歴史的イメージに合

った骨董や絵画を買える店が中心である。彼らが小物や絵はがきを土産物として売ってい

る店を勧めたことは見たことがない。もちろん、ハイストリートに並ぶ肉屋や八百屋など、

住民の生活に必要であっても、旅行者には必要ない店を勧めることはない。町のレストラ

ンについては、彼らの多くは教会のそばにある町で最も古いパブの内装が古めかしくて良

く、そこで出される料理も地元の野菜を使っていて、伝統的なイングランド風のものであ

ることを説明して推薦していた。TIC委員会は町の商工会議所に帰属しているために、 TIC

委員たちは旅行者の町での買い物や食事による消費を促し、観光によって町に経済効果を

もたらすように業務を行っているが、そのさい、彼らは町の観光イメージに沿って案内を

しているのである。

 チッピング・カムデンにおける観光推進の動きは、行政主導のものではなく、観光案内

所の設立に関わる町の観光推進派の人々が中心になって自発的に行われているものである
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ということができる。しかしながら、観光案内所に置かれている町の公式観光パンフレッ

トと町めぐり小冊子には、イングランドのカントリーサイドのイメージが歴史的、空間的

記述のなかに表現されている一方で、石や羊毛などの地域の特産物の提示によるコッツウ

ォルズ地域の特徴や、町の人々が認識する文化遺産が説明されることによって町の独自性

も表現されている。町レベルでつくられる観光イメージは、政府観光庁と地方行政がつく

るイメージにに町の独自性が加わったかたちで表現されている。同時に、このような町の

観光イメージはホテルや商店、文化遺産保全団体、観光案内所を運営する人々などによっ

て利用され、カムデンが有する観光資源の商品化が推進されていることが明らかになった。

5．観光推進に対する住民の認識

5．1観光に関わらない住民の認識

 これまで本稿では、行政がつくる観光イメージとチッピング・カムデンにおける観光イ

メージの提示など、主として観光推進に関わる側について記述してきた。本節では、観光

推進反対派も含めて、チッピング・カムデンの住民の観光に対する認識について記述する。

ここでは、町の観光案内所の設置場所や駐車場建設問題をめぐる観光推進反対派の住民や

観光に直接関係しない住民の言説を取り上げる。

 観光案内所が1997年3月にタウン・ホールからホテルの別棟に移動した経緯については

前述したが、その移転は観光推進に反対する人々の強い主張によって実行された。TIC委員

会は、発足後の約2年間にわたって、タウン・ホールの2階を借りながら町における定着

場所と地位、住民の理解と援助を求めてきた。町議会は、町の観光促進に賛成し、案内所

設立のための補助金を1995年と96年の2年間にわたって交付してきた。しかし、タウン・

ホールの管理を行うタウン・トラストは、町議会議員で構成されているために、タウン・

ホールを利用する他の住民グループの利便に影響することを理由にして、観光案内所が継

続してタウン・ホールに所在することを否決した。この議決に伴って、TIC委員会はタウン・

ホールの1階への移転を申し出たために、1階をすでに利用している他の団体とのあいだ

で軋礫が表面化した。タウン・ホールの2階を使うブリッジ・クラブや1階を利用するカ

メラ・クラブ、1階で週に一度手作り菓子などを売る女性協会（Women’s Institute）の会員

である住民から不満の声が出た。彼らは、「タウン・ホールで行われるクラブ活動や女性

協会の活動は基本的には住民のためのものであるが、観光案内所は旅行者という外部の

人々のためのものであり、タウン・ホールの目的に適合しない」と主張した。これらの町

の団体の意見が町議会に寄せられ、町内紙にも掲載された。その結果として、タウン・ト

ラストは観光の恩恵を認めながらも、住民の利便を第．一義とする方針をとったのである。
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 観光シーズンの7月から9月には、幹線道路から少し離れたこの小さな町でも、世界各

国からやって来た旅行者の車で広場の小さな駐車スペースはすぐにいっぱいになり、大通

りの両側に車がところ狭しと駐車される。また、朝9時から大型バスが数台連続して狭い

脇道を通ることも多い。駐車スペースの問題は、長い間にわたって駐車場建設論議を呼ん

でいる。チッピング・カムデンの住民の間では、ブロードウェイやボートン・オン・ザ・

ウォーターなどの周辺のいくつかの町は駐車場を建設したことで観光地化が進み、人々が

住む町ではなく旅行者が訪れるための町になったという点で意見が分かれている。そのた

めに、駐車場をつくれば、さらに多くの車が来るので大通りの車は減らず、観光地化の促

進に拍車をかけるだけというのが駐車場建設に反対する観光推進反対派の住民の意見であ

る。彼らは、町の景観保全団体であるカムデン協会（Campden S㏄iety）会員、カムデン地

域歴史・考古協会（Campden and Distdct Histohcal and Archaeologica】S㏄iety）会員、高齢

のカムドニアンたちなど、比較的に高齢の人々である。

 さらに、観光案内所を運営するTIC委員たちですら、地域に暮らしている自分たちと旅行

者を区別しており、そのような認識は住民が町における旅行者とは異なる空間と時間を使

って生活していることにあらわれている。たとえば、TIC委員たちのほとんどはハイストリ

ートの骨董屋や銀食器店にはあまり入ったことがないという。町の喫茶店（tea rooms）の

紅茶と菓子などのクリーム・ティー（cream tea）やアフタヌーン・ティー（aRemoon tea）（19）

といったメニューも旅行者向けで値段が高すぎるといって、彼らはその種の喫茶店には絶

対に入らない。町のホテルのレストランで食事をしたことがないという委員も数人いた。

このように、観光案内所を運営する人々も含めて、地域に住む人々は町で旅行者が使う場

所を区別している。喫茶店や骨董屋などはいわば、旅行者向けに商品化された「外」向き

の場所なのである。このような空間に投影される住民の境界意識は、しばしば歴史的建築

物である住宅に対する認識にもあらわれる。大型の観光バスでやってきた団体客がウェシ

ントン地区付近でバスを降りてそれらの家々を見てまわる姿を目にしたTIC委員は、「彼ら

は（石葺きの家より）茅葺きの家を見に来たに違いない」といい、 「絵のような茅葺き屋

根の家々」の場所を個人旅行者にも教えていた。しかし、委員自身は、 「茅葺き屋根の家

は管理が大変だから住みたくない」と語り、コッツウォルド石の新築住宅に暮らしている。

また、町には住民の時間と旅行者の時間がある。6月から9月の夏の観光シーズンには、

多くの住民が食品や生活用品などのハイストリートでの買い物を開店時の朝10時頃には終

えている。彼らは「午後には町は旅行者であふれ、歩きにくくなって買い物がしにくい」

からだという。

 チッピング・カムデンでは、住民生活の利便を第一とする認識が住民の間に強く、町の

観光地化に反対する傾向が主流である。そして、住民は町にやってくる旅行者の使う空間
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や時間を生活者である自分たちと区別している。

5．2観光によるコミュニティ外部との接触

 つぎに、観光を通して住民が旅行者と接触する状況とその認識について述べる。

 宿泊施設経営者などの観光推進派でなくても、この町の住民は町にやってくる旅行者と

日常生活のなかで遭遇する機会が多い。ハイストリートを歩いていると旅行者に公衆電話

や観光案内所の場所を聞かれたり、買い物の時に言葉を交わしたり、公共の散歩道を歩く

旅行者と挨拶を交わすこともある。チッピング・カムデンに住む人々は、町に旅行者が来

ることで、彼らの生活に必要な豊富な種類の商店を維持しているという状況は多かれ少な

かれ理解している。彼らの多くにとって、もし旅行者が来なくなれば町は活気を失い、

それらの商店のほとんどが消え去るであろうことは想像に難くない。しかし、住民のなか

には自分たちへの直接的な観光の恩恵について否定的な見方が強く、首からカメラを下げ

た見知らぬ人間が庭や家をしげしげと眺めることを気にしないという人は非常にわずかで

ある。観光産業に携わらない住民には、旅行者と積極的に接触して、彼らを知ろうとする

姿勢はあまり見られない。

 旅行者との接触で生計を立てている観光推進派のなかにも、町を訪れる旅行者の数より

も、旅行者の質を問題にする人々が数多く存在する。町で民宿を経営しているTIC委員のB

氏は憤りをこめて、つぎのように語った。「私は『旅行者（touhsts）』を歓迎する。しかし、

30分目らいしか町にいない『日帰り客（nipper）』はごめんだ。彼らは大型バスでやって来

て、この町の店をほんの少し見てまわるだけで、この町についてなにも知ろうとはしない。

日帰り客は町でほとんど金を落とさずに、再び大型バスに乗り込んで、つぎの場所に向か

っていく。大型バスは排気ガスがひどいし、そういう客ばかりだ。私はそういう客にはこ

の町に来て欲しくない」。このTIC委員は、カムデン協会会員であり、町の景観維持に細心

の配慮をする人でもある。町の一般住民には、とくに観光推進に反対するわけではないが、

この委員と同じ意見をもつ人が数多くいる。

 一方で、この町には来訪者に町について教えるという活動を積極的に行っている住民も

いる。コッツウォルド・ボランティア管理団体（Cotswold Volunteer Warden）は、チッピン

グ・カムデンに住む会員数名によってガイドツアーを組織している。この団体は基本的に

はコッッウォルズ地域全域の自然環境の管理を各町村に住む会員がボランティアで行なっ

ているが、春から夏にかけては各町村でガイドツアーやカントリーウォークを企画・運営

している。

 チッピング・カムデンを案内するガイド・ツアーは、ガイド役会員1人につき約10人の

旅行者が一つのグループになってガイドの説明を聞きながら町を歩いてまわる。私が同行
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したガイド・ツアーは、聖ジェームズ教会を出発して、ハイストリートのウールステープ

ラーズ・ホール、古いグラマースクール、マーケット・ホールの順番で町の建築物を見て

まわり、古い絹工場の展示場を訪れた。ガイド役の住民は、町の主要な歴史的建築物につ

いて、建設時期、建設目的、その建物の住人の移り変わり、修復時期、現在の所有者など

を説明していた。

 現在、このボランティア団体の会員でチッピング・カムデンに住んでいるのは数人であ

る。この団体の会員でガイド役をしていた女性CJさんは、 C． R．アシュビーの美術工芸学

校だったエルム・ツリー・ハウスに約10年間暮らし、カムデン地域歴史・考古協会の会長

もっとめている。彼女は、自宅の前で家の歴史と建築物としての特徴について説明し、古

い建物に慣れることは難しかったが、大切に維持しながら暮らしていると参加者に話して

いた。また、同じくガイド役をつとめる会員の1人に、アシュビーの改築したハイストリ

ートの家に暮らす80代の男性IM氏がいる。この男性は、夏のガイド役以外に、ナショナル・

トラストの所有するドーバーの丘と領主の館跡の牧草地、マーケット・ホールなどの巡回

をほぼ毎日のように行っている。彼の行うガイドの説明にも「このような美しい歴史的建

築物や自然に囲まれたチッピング・カムデンに住んでいる私たちは非常に幸運です。です

から、これらの文化遺産を維持するために努力しています」という言葉があった。コッッ

ウォルド・ボランティア管理団体の活動を通して、旅行者と接する彼らは、人々が訪れた

いと思う文化遺産の町に住んでいることを誇りに感じると語った。彼らは町を訪れた人々

に町の文化遺産を正確に理解してもらうためにガイド役をつとめているといい、観光によ

る負のインパクトと文化遺産の保全の両方について旅行者にも考えてもらいたいと話した。

彼らは、町を訪れた人々を教育して、適切に誘導すべきだという活動方針をもっているた

めに、公的な観光案内所の必要性を主張している。

 チッピング・カムデンの多くの住民は、積極的に観光を推進してコミュニティ外部との

接触機会を増やそうとはしない。しかし、宿泊施設経営者の住民を含めて住民の側には、

旅行者の質を重視する傾向が強い。とくに、コッツウォルド・ボランティア管理団体でガ

イドをつとめる住民は、町を訪れた旅行者である外部の人々との接触の仕方を町案内を通

してある程度設定することで、外部の人々に町を少しでも理解してもらい、コミュニティ

をより安全に保とうとする傾向がある。

6．おわりに

 本稿では、チッピング・カムデンにおけるフィールドワークにもとづき、国・地域・町

の観光パンフレットにあらわれる観光イメージと町の対応について、観光に関わらない住
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民の認識やコミュニティ外部との関係を視野に入れて記述した。さいごに、それらをまと

めて、自律的観光の可能性について考察を行う。

 1）19世紀末に、観光客の増加に伴って、チッピング・カムデンの住民は「古きイングラ

ンド」のイメージを利用して町を活性化させようとした。同時期に出版された全国版の案

内書には、ロンドンから移住してきたC．R．アシュビーのイングランドのカントリーサイ

ドに対する理想が反映されていた。都市から移住した中産階級の知識人が案内書を通して、

彼らの理想郷としてのカントリーサイドのイメージを投影した町の観光イメージを広く全

国に伝播したということができる。

 2）20世紀末に、国内外に伝播しているコッツウォルズ地域のイメージは、政府観光庁と

地方行政が文化遺産観光の推進と地域振興の一環としてつくった観光イメージである。政

府観光庁が発行する全国版の英国観光パンフレットには、中央イングランドのカントリー

サイドが「イングランドの本質的な場所」として描かれている。コッツウォルド行政府が

発行する地域の公式観光パンフレットには、観光庁のパンフレット同様に、地域の独自性

を含んだイングランドのカントリーサイドの神話的な描写がなされている。

 3）チッピング・カムデンにおいては、観光案内所の設立という宿泊施設経営者や商工会

議所の人々による、行政主導ではない自発的な観光推進の動きがある。しかし、町の住民

側から発信される町の案内パンフレットには、行政がつくる観光イメージと同様に、イン

グランドのカントリーサイドの描写がある。このような町の観光イメージはホテルや商店、

文化遺産保全団体、観光案内所を運営する人々などによって利用され、町全体がイングラ

ンドのカントリーサイドのイメージを活用した一種の「商品」として旅行者を引きつけて

いる。

 4）しかしながら、チッピング・カムデンのすべての住民が観光を推進しているわけでは

ない。むしろ住民の多くは観光によってコミュニティの「内」と「外」を区別し、旅行者

との接触を規制していることが明らかになった。観光案内所のタウン・ホール設置問題や

駐車場建設問題は、外部である旅行者が増加すると彼らの住む町が観光地化される恐れが

あるという認識のあらわれである。また、喫茶店や骨董屋などは旅行者のために商品化さ

れた空間であり、それらの利用時間も住民の利用時間とは区別されていることが明らかに

なった。彼らの多くは、観光が彼ら自身の生活を支える町の商店を維持していることを認

めながらも、積極的に観光推進を図ることはほとんどない。彼らは、旅行者の質を重視し

たり、ガイドツアーによって旅行者を適切に誘導することで、外部との接触によるコミュ

ニティへの負のインパクトを制限しようとしている。このような住民の存在は、町の観光

地化の防止や住民生活の優先、さらには旅行者を教育して誘導することによって、ヘリテ

ージを維持しようとするものであるといえる。
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 19世紀末以来、チッピング・カムデンの住民は観光による外部との接触を行ってきた。

そのさい、現在の町の観光推進派による自発的な動きにみられるように、 「外からのまな

ざし」に呼応して、イングランドのカントリーサイドのイメージを強調した町の観光イメ

ージを創出し、それを活用していることは確かである。また逆に、それによって訪れるよ

うになった多くの旅行者に接触することで、住民はコミュニティの「内」と「外」の区別

を認識している。住民のなかには、観光推進派ではなく、ヘリテージ保全や住民生活を優

先する人々も多い。このように、チッピング・カムデンの住民は、政府観光庁やコッツウ

ォルド行政府などがっくる「外からのまなざし」を町の観光に取り込む一方で、彼ら自身

の生活を重視するコミュニティづくりを自律的に行っている。

 チッピング・カムデンでは、コミュニティ・レベルにおいて、住民による自発的な観光

推進とヘリテージ保全という相反する活動が併存することで、自律的観光が可能になって

いる。
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注

（1）「古きイングランド」（the Old England）は、産業革命以前の農業と牧畜中心だったイン

 グランドを意味している。また、当時の娯楽や慣習を含めた生活様式「般も意味して使

 われることが多い。とくに、産業革命以前はほとんどの人がカントリーサイドで暮らし

 ていたために、「古きイングランド」というとカントリーサイドにおける生活を指す場

 合が多い。

（2）モリス・ダンス（mo㎡s dance）は、イングランドの伝統的ダンスであり、とくにコッ

 ツウォルズ地域のモリス・ダンスは、イングランド全土に存在するモリス・ダンスの

 原型とされている。6人組の男性が対となって足につけた鈴を響かせながら、曲に合

 わせて白いハンカチをふったり、棒を打ち合わせて踊る。中世の農耕儀礼に由来する
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  ともいわれ、中世には各村にモリス・ダンスのチームが存在していた。一方、メイポ

  ール・ダンス（maypole dance）は、中世の五月祭に由来し、五月柱（maypole）のまわ

  りをまわって踊るものだが、ヴィクトリア朝時代に子供が踊るダンスとして定着した。

（3）1612年に弁護士のロバート・ドーバーによって創始されたスポーツ競技会である。創

  始当初は、 「コッツウォルド競技会」と呼ばれていたが、現在では正式名称をロバー

  ト・ドーバース・オリンピック・ゲームス（Robe丘Dover’s Olimpick Games）という。

（4）英国政府は、観光の促進と統轄、観光開発の合理化を図るために、1969年に観光開発法

  案を提出し、国会の承認を得て、政府観光庁（BTA， Bhtish Touhst Authohty）を主幹に

  して、イングランド観光局（ETB， Enghsh To面st Board）、スコットランド観光局（STB，

  Sco面sh Touhst Board）、ウェールズ観光局（WTB， Wales Touhst Board）の4つの機関を

  設置した。主幹である政府観光庁は、世界27力国に支部をもち、海外からの旅行者の誘

  致を促進し、宿泊施設の供給と改良などの英国観光における旅行環境の改善を目的とし

  て設立されている。

（5）1995年に英国の歴史的な場所を訪れた約7，000万人の内訳については、1，950万人が大聖

  堂や大教会、1，540万人が個人の歴史的所有地、1，200万人が教区教会、960万人が政府の

  所有地、760万人がナショナル・トラストの所有地、560万人が地方行政の所有地を訪れ

  たという報告がなされている（BTA／ETB l996：3）。

（6）旅行者を引きつけている英国の文化遺産の中にあがっている「伝統と品格」（tradi面n

  and pageanせy）については、政府観光庁は詳しい説明をしていないが、英国に存在する

  古い伝統的な慣習や英国王室のもつイメージなどを指しているものと思われる。

（7）その他にも、観光政策には、交通や飲食、商店に関する旅行者向けの法改正や観光関連

  職種の研修制度の導入、10部屋以下の小さな宿泊業経営の補助など広範囲に及んでいる。

  観光大臣とともに、国家遺産局（The Dep餓ment of National Hehtage）の創設は観光に

  高い評価を与え、英国観光の特徴である「文化」と「遺産」という側面を支援し、国家

  基金からの補助金申請に便宜をはかるものとなっている。

（8）英国政府観光庁は、外国向けの公式観光パンフレットにおいては、それぞれの国の人々

  に英国を訪れたいと感じさせるために、英国の特徴に関して国によって多少異なる表現

  を戦略的に行っている（Shi（ヵi 1997：185）。

（9）英国の旅の歴史を通して、旅行者のイングランドに対する志向性の発展を研究したオー

  ズビー（Ousby）は、景観における「ピクチャレスク」という概念の出現によってカン

  トリー・ハウスや城跡などが注目されるようになったと述べている（Ousby lggo）。

（10）宿泊施設一覧に載っているベッド・アンド・ブレックファースト民宿（Bed＆Break一

  伽t）やパブ（Public House）、ホテルなどの経営者は、イングランド観光局（ETB）によ
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  って施設の査察をうけ、年間登録料をETBに支払って、施設に関する詳細をETBの査定

  によるランクつきで公式パンフレットに載せることができる。

（11）チッピング・カムデンでは1970年代に開館された個人所有のウールステープラーズ博物

  館が町で唯一の博物館であった。その所有者は、1980年代にチッピング・カムデン初の

  女性町長となった人であり、駐車場建設を主張するなど観光推進に対して積極的な姿勢

  を示していた。しかし、1996年3月に博物館は閉館され、博物館の建物として使用され

  ていたウールステープラーズ・ホールも売却された。私が調査を開始した1996年4月に

  は、すでにウールステープラーズ博物館は閉館され、展示物はオークションに出された

  後だった。しかし、数人の住民たちの話から博物館の開館の経緯と展示内容について知

  ることができた。博物館の所有者は、長年にわたって人々から寄贈された魑しい数の古

  い品々を一般公開するために博物館を開館したという。博物館の展示物の多くは、19

  世紀後半から20世紀初頭にかけての日常雑貨であり、チッピング・カムデンにまつわる

  ものは少なかったといわれている。

（12）1997年には、TIC委員会と商工会議所が1995年のパンフレットの改訂版をつくった。改

  訂版では、メンバーのホテルやレストラン、手工芸品店や骨董屋などの43件の広告を載

  せて、その広告代で1995年のパンフレットの内容に観光案内所の場所と古い絹工場に開

  設された展示場に関する一文を加え、多色刷りにして写真と町の簡略図などを載せて頁

  数を増やしている。この新しいパンフレットは1997年に観光案内所で町周辺の宿泊施設

  を予約した旅行者にのみ無料で配られ、すぐに在庫がなくなった。その期間も基本的に

  は韮995年のパンフレットが旅行者に推薦されていたため、1995年のものを分析対象とす

  る。

（13）ロバート・ドーバース・ゲームスについては、注3を参照。スキャトルブルック・ウェ

  イクは、その翌日に行われる中世の五月祭の流れをくむチッピング・カムデンの伝統

  行事であり、五月女王を乗せた山車のパレードや広場でモリス・ダンスやメイポール・

  ダンスが行われる。

（14）ゴードン・ラッセル賞は、町に長く在住していた世界的デザイナー、ゴードン・ラッセ

  ルの追悼記念として設けられ、地域の若者たちが彼らの町を知ってその価値を理解する

  ように奨励することを目的として定期的にカムデン協会によって授賞されている。

（15）町めぐり小冊子の道順に従ってあげると、町の北側からグリヴェルズ・ハウス、聖ジェ

  ームス教会、バプティスト・ピックス卿のカムデン・ハウス（残存する回道と別館、焼

  失した本館を含めた全体の想像図）、救貧院、ウールステープラーズ・ホール、古い

  グラマー・スクール（修復前、入り口、建物全体）、古い絹工場マーケット・ホー

  ルである。
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（16）ゴシック建築で樋に付けられた怪獣や人の顔の形をした吐水口。

（17）同じ建物内でもテナント制なので、1階のパイメント建設会社事務所と銀細工工房の隣

  の家具大工工房、3階にある銀食器のデザイナーの工房と事務所は関係者以外は立入禁

  止である。

（18）手工芸ギルド・トラストは、カムデン歴史・考古協会との提携でこの古い絹工場の建物

  全体を町の博物館およびヘリテージ・センターとして活用していこうという計画が将来

  的な展望として持ち上がっている。

（19）クリーム・ティー（cream tea）は、英国における午後のお茶のメニューの一つで、ジャ

  ム、生クリームを泡立てて固まらせたクリームとスコーンが紅茶とともに出される。ク

  リーム・ティーは、コッツウォルズ地域を含むイングランド西部やデヴォン（Devon）

  とコーンウォール（Comwall）を含むイングランド南部などのイングランドのカントリ

  ーサイド特有のお茶のメニューとして知られている。 「アフタヌーン・ティー」（a食er－

  noon紀a）は、キュウリのサンドイッチ、 「クリーム・ティー」、ケーキとタルトとい

  う順番で紅茶とともに出されるのが正式な組み合わせである。とくに、サンドイッチと

  クリーム・ティーのみの組み合わせがより一般的である。クリーム・ティーはカントリ

  ーサイド特有のお茶のメニューであるのに対して、アフタヌーン・ティーは英国全土で

  出される。
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